
○３月定例会審査報告・・・２

○市政に対する一般質問・・・８
○次期定例会の日程（予定）・・・１８

主な内容

○審議結果一覧・・・１６

写真：今田のしだれ桜

○２月臨時会、議長の動き・・・１７
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主な内容
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令
和
８
年
第
２
回
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か

ら
３
月
19
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
市

長
提
案
の
36
議
案
・
議
会
提
出
の
２
議
案
・
請
願
１

件
・
陳
情
１
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る
主
な
事
業
や
予
算

の
内
容
、
委
員
会
の
審
査
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

書
か
な
い
窓
口
導
入
費
用
な
ど

  
令
和
８
年
度
予
算
成
立

 一般会計予算 175 億 6,500 万円　

 国民健康保険特別会計予算 32 億 2,000 万円　

 後期高齢者医療特別会計予算 6 億 1,800 万円　

 介護保険特別会計予算 41 億 1,112 万円　

 光陽地区造成事業特別会計予算 13 億 4,778 万円　

 下水道事業

 会計予算

　収益的支出 12 億 4,970 万円　

　資本的支出 8 億 5,777 万円　

新
年
度
予
算
額
一
覧

働き方改革支援事業 書かない窓口へ小中学校保護者

連絡ツールの利用料

　３６万９６００円

　配布物の電子化、連絡事項などの保護
者への伝達及び欠席等の連絡を行うため
に導入するものです。

　これまで住所の異動などによる各種届出や申請手続の
際、窓口にいらっしゃった方は、申請書に何度も住所や
氏名などを書かなければならず負担となっていました。
また、時間がかかり窓口の混雑にもつながっています。
　令和８年度からマイナンバーカードを利用した「書か
ない窓口」を導入することにより、これらの問題を解決
します。この予算は、「券面読み取りシステム」と「ら
くらく窓口証明書交付サービス」の導入経費となってい
ます。

※
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
お
り
ま
す
。

議員
システム操作に不慣れな市民への対応につ
いて問う。

市議員

市

保護者が使用する媒体につい
て問う。

　
　メタボリスクが出始めた方を対象に生活習慣改善のきっかけを提供するための事業で
す。支援者に対し体組織測定、毛細血管測定、健康講話などを行い、特定保健指導の利
用向上を図ります。　

３５９万円

議員 記載が全く不要になるのかについて問う。

市

１５００万円

議員
どのような企業に委託する予
定なのかについて問う。

市 他自治体で実績のある事業者
を公募し、選定したいと考え
ている。

議員 導入時期について問う。

市 ４月から使用できるよう準備
をしている。

（業務委託）

書かない窓口へ

　企業の経営層を対象とした講演会や企
業内の職場改革推進リーダーの育成セミ
ナーの実施、さらに伴走支援※１を３社
程度実施するものです。
　これらの取組は市内企業の働き方や職
場改革推進の支援をすることで、若年層
や女性に選ばれる職場を増やし、人材確
保を目指す目的として行います。

※ １伴走支援とは、支援者が当事者に寄
り添い、対話などを重ね、課題設定や
課題解決に向けてサポートすること。

小中学校保護者

連絡ツールの利用料
働き方改革支援事業

（業務委託）

各自のスマートフォンやタブ
レット、パソコンなどで使用
することができる。なお、Ｑ
Ｒコードを読み取り、登録し
て利用することができ、子供
１人当たり３アカウントまで
登録することができる。

これらのシステムについては、市民課の窓
口に配置し、職員が聞き取りをしながら一
緒に操作をし、対応していく。

全く不要ではない。「券面読み取りシステ
ム」においては、基本４情報（氏名、住所、
生年月日、性別）をマイナンバーカードで
読み込み、帳票に印字するもので、それ以
外の追記やチェック部分は記入する必要が
ある。

８３万６０００円

特定保健指導未利用者対策事業特定保健指導未利用者対策事業
（国民健康保険特別会計予算）
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市長提出議案審査

危
険
鳥
獣
対
応
時
の
報
酬
額
の
設
定

　
消
防
団
の
休
団
制
度
導
入

危
険
鳥
獣
対
応
時
の
報
酬
額
の
設
定

　
消
防
団
の
休
団
制
度
導
入

／

／

　
ア
リ
ー
ナ
等
の
照
明
設
備
・
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
使
用
料
の
有
料
化

　
危
険
鳥
獣
対
応
時
の

　
　
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
報
酬
額
の
追
加
設
定

　
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
隊
員
が

危
険
鳥
獣
へ
の
対
応
を
行
っ
た
場
合

の
報
酬
額
を
新
た
に
設
定
す
る
も

の
。

　
当
該
対
応
に
従
事
し
た
時
間
が
①

２
時
間
未
満
の
と
き
は
３
，
６
０
０

円
。
②
２
時
間
以
上
４
時
間
未
満
の

と
き
は
７
，
２
０
０
円
。
③
４
時
間

以
上
の
と
き
は
１
万
４
，
４
０
０
円

と
す
る
。

　
消
防
団
員
の

　
　
　
休
団
制
度
の
導
入

　
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま

　
　
　

　
　
松
川
浦
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　
　
　 

照
明
設
備
使
用
料
な
ど
の
有
料
化

　
電
気
料
金
の
高
騰
や
他
自
治
体
の
状
況
を
考
慮

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
及
び
松
川
浦
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
照
明
設
備
使
用
料
を
有

料
化
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

　
併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
第
二
体
育

館
に
導
入
さ
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
の
使
用
料
を

新
た
に
定
め
る
。

　
な
お
、
照
明
設
備
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
10
月
１
日
か
ら
、
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
の
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

　ここでは、主な市長提出議案（予算に関す

る議案以外）の内容と委員会審査を含めた審

議の経過などについて、お知らせします。

第６号

第９号

第 14号
　
令
和
７
年
９
月
１
日
に
緊
急
銃
猟
制
度
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
各
市
町
村
長
が
危

険
銃
猟
の
捕
獲
に
関
す
る
判
断
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
危
険
鳥

獣
へ
の
対
応
業
務
は
危
険
性
が
高
く
、
状
況
に

よ
っ
て
は
長
時
間
に
わ
た
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
に
見
合
っ
た

報
酬
額
へ
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　
今
回
の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
し
た
上
で
、
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
と
協
議
を
行
い
、
適
切
な
額
を
設
定
し

た
。

市長提出議案
　　　　審査報告

議員市

　
ア
リ
ー
ナ
等
の
照
明
設
備
・
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
使
用
料
の
有
料
化

議員市

○松川浦スポーツセンター体育館（専用利用のみ）

※（全点灯時の額）×（利用面積÷全面利用面積）×（照明設備点灯割合）で算出する。
※個人利用の場合の照明設備使用料は無料。
　ただし、照明設備の利用区分は４分の１面未満で、２分の１点灯以下とする。

○スポーツアリーナそうま第二体育館

【利用金額】
○スポーツアリーナそうま第一体育館

　
消
防
団
員
が
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一

定
期
間
、
消
防
団
活
動
が
困
難
と
な
る
場
合
に
対

応
す
る
た
め
、
新
た
に
休
団
制
度
を
導
入
す
る
も

の
。

　
今
回
の
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
は
、
①
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
団
員
の

身
分
を
有
し
た
ま
ま
消
防
団
活
動
を
休
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
改
正
、
②
本
団
部
長
職
を
現
在
の
８

名
か
ら
３
名
に
変
更
す
る
改
正
と
な
っ
て
い
る
。

　
他
市
町
村
の
休
団
制
度
規
定
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
南
相
馬
市
や
宮
城
県
石
巻
市
で
制

　
　
　
　
　
定
し
て
い
る
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
総
会
員

数
及
び
緊
急
銃
猟
へ
の
対
応
可
能
な

隊
員
数
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
令
和
８
年
３
月
時
点
で
総
会
員
数

　
　
　
　
　
は
27
名
で
あ
り
、
対
応
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　 

は
そ
の
中
か
ら
５
名
程
度
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

８
〜
10
名
が
必
要
と
な
る
場
合
も

想
定
し
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

な
お
、
全
て
の
実
施
隊
員
が
対
応
可

能
で
あ
る
。

45
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令和７年度３月補正予算審査令和７年度３月補正予算審査

　
当
初
、
補
助
金
の
対
象
と
し
て
４
事
業
者
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
建
設
を
行
っ
て
い
る
の
は
２
事

業
者
で
あ
る
た
め
、
残
る
２
事
業
者
分
の
補
助
金

を
減
額
す
る
も
の
。

　
こ
の
補
助
金
は
、
認
知
症
高
齢
者
生
活
介
護
、

い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
に
対
す
る
も

の
で
、
県
か
ら
の
補
助
金
で
あ
り
補
助
率
は
10
分

の
10
と
な
っ
て
い
る
。

会計 補正額 内容

 下水道事業会計                          750 万円
 （歳出）下水処理場等の
 ウォーターＰＰＰ導入検討に係  
 る業務委託料

 一般会計

    △ 7,138 万 7,000 円  （歳入）地域医療介護総合確 保基金事業補助金

             2 億 8,000 万円
 

 （歳出）負担金 相馬方部衛生
 組合病院事業

補正予算の
主なものグ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
の
減
額

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
補
助
金
の
減
額 

な
ど
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
に
係
る
業
務
委
託
料
の
計
上
／

 

　
　
補
正
予
算
を

議
決

公
立
相
馬
総
合
病
院
へ
の

　
　
　
　
　
　     

負
担
金
の
増
額

市

議員

 

下
水
処
理
場
等
の

　
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討

　
　
　
に
係
る
業
務
委
託
料
の
計
上

議員市

議員市

資金不足比率

事業の規模

資金の不足額
＝

割合が高いほど経営的に厳し

い状況にあります。

公営企業会計の資金不足額の

割合を示す指標です。

※２ 資金不足比率 とは…

議
決

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
に
係
る
業
務
委
託
料
の
計
上

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
補
助
金
の
減
額

　
下
水
処
理
場
等
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
※1
導
入

に
向
け
た
検
討
業
務
に
係
る
国
の
補
助
が
確
定
し

た
た
め
計
上
す
る
も
の
。

※1
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
官
民
連
携
方
式
と

　
し
て
長
期
契
約
で
複
数
施
設
の
維
持
管
理
・
更

　
新
を
一
体
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
式
の
こ

　
と
。

　
　
　
　
　
委
託
業
者
は
公
益
社
団
法
人
日
本

　
　
　
　
下
水
道
事
業
団
で
あ
る
。
な
お
、
委

　
　
　
　
託
内
容
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
移
行
す
る
た
め
の
検
討
、

　
　
　
　
　
洗
い
出
し
作
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
つ
の
事
業
所
と
も
令
和
８
年

　
　
　
　
　
　
　
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
目
は
日
立
木
地
区
に
建
設

　
　
　
　
　
　
　
中
で
、
本
年
７
月
１
日
の
開
設
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二
つ
目
は
黒
木
地
区
に
建
設
中

　
　
　
　
　
　
　
で
、
令
和
９
年
３
月
１
日
に
開
設

　
　
　
　
　
　
　
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
同
補
助
金
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
小
野
地
区
に
建
設
中
の
看
護
小
規

　
　
　
　
　
　
　
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
は
、
本
年
９
月
１
日
の
開

　
　
　
　
　
　
　
所
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

　
相
馬
方
部
衛
生
組
合
病
院
事
業
２
億
８
，
０
０
０

万
円
の
増
額
は
、
公
立
相
馬
総
合
病
院
に
対
す
る
負

担
金
で
あ
り
、
病
院
経
営
の
維
持
を
目
的
と
し
て
措

置
す
る
特
別
負
担
金
３
億
５
，
０
０
０
万
円
の
う
ち
、

相
馬
市
負
担
分
と
し
て
２
億
８
，
０
０
０
万
円
を
計

上
す
る
も
の
。

　
資
金
不
足
比
率
※2
が
20
％
を
超
え
る
と
設
備
投
資

や
医
療
機
器
の
更
新
に
必
要
な
起
債
な
ど
に
制
約
が

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
病
院
経
営
を
維
持
す

る
た
め
に
負
担
す
る
。

　

　
　
　
　
　
　
昨
年
度
も
同
様
の
内
容
で
減
額
が

　
　
　
　
　
あ
っ
た
が
、
事
業
者
は
計
画
的
に
整

　
　
　
　
　
備
を
進
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
問

　
　
　
　
　
う
。

　
　
　
　
　
　
　
洗
い
出
し
結
果
の
判
明
時
期
に
つ

　
　
　
　
　
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
令
和
８
年
度
中
に
洗
い
出
し
作
業

　
　
　
　
　
が
終
わ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
洗
い

　
　
　
　
　
出
し
作
業
は
下
水
処
理
場
な
ど
の
運

　
　
　
　
　
転
管
理
か
ら
維
持
管
理
、さ
ら
に
は
、

　
　
　
　
　
下
水
道
管
路
や
下
水
処
理
場
の
更
新

　
　
　
　
　
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
を
民
間
事
業

　
　
　
　
　
者
に
お
い
て
包
括
し
て
委
託
で
き
る

　
　
　
　
　
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
も

　
　
　
　
　
の
で
あ
る
。
包
括
内
容
な
ど
の
結
果

　
　
　
　
　
が
出
る
の
は
令
和
８
年
度
中
を
見
込

　
　
　
　
　
ん
で
お
り
、
早
く
て
も
令
和
10
年
度

　
　
　
　
　
か
ら
包
括
委
託
が
開
始
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
　
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
委
託
先
に
つ
い
て
問
う
。

補正
予算
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一般質問 一般質問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

相
馬
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２
０
１
７
に
つ
い
て

計
画
最
終
年
度
と
し
て
の
総
括
と
新
た
な

総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
方
針
を
問
う
。

　
本
定
例
会
初
日
の
市
長
挨
拶
で
も
示
さ
れ
て
い
た
が
、
相
馬

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
「
10
年
の
計
」
と
し
て
本
市
最
上
位
の

総
合
計
画
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
を
計
画
最
終
年
度
と
し
て
迎

え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
総
括
と
、
令
和
９
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
社
会
情
勢
の

変
化
と
、
今
後
10
年
程
度
の
未
来
に
予
想
さ
れ
る
変
化
が
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
十
分
に
分
析
し
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
計
画
と
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、

策
定
に
先
立
ち
、
令
和
７
年
度
中
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
２
０
１

７
の
検
証
に
着
手
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
、
今
後
の

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年
度
早
期
に
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
視
点
か
ら
、

市
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
上
半
期
に
は
、
市
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
様
々
な
年
齢
や
立
場
の
市
民
の
声
を
直

接
伺
い
、
対
話
を
通
じ
て
本
市
の
将
来
像
を
共
に
考
え
、
計
画

に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
次
期
総
合
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、

計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
外
部
の
知
恵
を
活
用
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
外
部
の
知
恵
を
取
り
入
れ
る
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
が
、
市
職

員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
組
織
の
成
長
を
促
す
観
点
か
ら
、
策
定
作

業
の
外
部
業
者
へ
の
全
面
的
な
委
託
は
行
わ
な
い
方
針
で
あ

る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

相
馬
港
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

的
に
復
活
し
た
も
の
の
、
低
迷
が
続
き
、
現
在
で
は
コ
ン
テ
ナ

貨
物
の
取
扱
い
は
停
止
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
コ
ン
テ
ナ
輸
送
再
開
に
向
け
て
は
、
相
馬
港
に
お
け
る
荷
上

げ
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、３
号
ふ
頭
の
延
伸
や
岸
壁
・

ふ
頭
用
地
の
整
備
の
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
設

備
で
あ
る
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
事
業
は
国
と
県
の
費
用
負
担
に
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
く
た
め
、
市
は
、
毎
年
、
国
と
県
に
要
望
書
を
提
出
し
、

そ
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
２
月
に
は
東
北
地
方
整
備
局
副
局
長
と
私

（
市
長
）
が
面
談
し
、
３
号
ふ
頭
の
延
伸
お
よ
び
ガ
ン
ト
リ
ー

ク
レ
ー
ン
整
備
に
つ
い
て
改
め
て
要
望
を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

　
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
輸
送
需
要
の

確
保
と
掘
り
起
こ
し
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。市
は
こ
れ
ま
で
、

国
や
県
と
協
力
し
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
宮
城
県
や
山
形
県
等

の
近
隣
企
業
等
に
対
し
、
相
馬
港
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
は
じ
め
と
し
た
営
業
活
動
を

通
じ
て
、
コ
ン
テ
ナ

貨
物
需
要
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
市
と
し
て
は
、
今

後
も
、
相
馬
港
の
機

能
強
化
と
コ
ン
テ
ナ

輸
送
再
開
に
向
け
て
、

国
、
県
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
密
に
し
な

が
ら
、
更
な
る
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
と
港
湾

施
設
整
備
の
要
望
活

動
に
努
め
て
い
く
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て

人
口
減
少
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た

　
　
　
　
め
の
取
組
と
し
て
、
働
く
場
所
の
確
保
が
重
要
と
の

考
え
の
も
と
、
企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
産
業
振
興
を
中
心
と
し

　
多
く
の
市
民
が
変
革
を
求
め
、
そ
の
思
い
の
中
で
、
今
年
新

た
に
阿
部
市
長
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
か
。
新
市
長
を
先
頭

に
相
馬
市
は
、
大
き
な
市
民
の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
市
民

に
挑
戦
す
る
姿
を
見
せ
、
全
市
民
一
丸
と
な
っ
た
取
組
を
実
現

す
る
た
め
に
市
長
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

た
地
方
創
生
の
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
令
和
７
年
３
月
に
改
定
し
た
第
三
期
相
馬
市
地
方

創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
先
立
ち
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
企
業
誘
致
を
含
む
施
策
で
あ
る
「
商
工
業
の
基
盤
整
備

と
雇
用
の
創
造
」
に
関
す
る
満
足
度
が
最
も
低
く
、
ま
た
市
内

の
働
く
場
所
の
少
な
さ
に
対
す
る
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
併
せ
て
改
定
し
た
相
馬
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
当
市
の

人
口
推
移
を
分
析
し
た
結
果
で
は
、
若
者
、
特
に
女
性
の
市
外

流
出
が
顕
著
で
あ
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
方
も
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
内
の
企
業
で
は
、
若
者

が
職
場
に
求
め
る
働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍
の
推
進
が
、
首
都

圏
の
企
業
に
比
べ
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
市
外
へ

の
流
出
と
Ｕ
タ
ー
ン
が
減
少
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
第
三
期
総
合
戦
略
で
は
若
者
や

女
性
に
選
ば
れ
る
職
場
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
く
。
具
体
策
と

し
て
、市
内
企
業
へ
の
働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍
推
進
の
啓
発
、

研
修
会
や
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援
を
実
施
し
、
職
場
改
革
を

進
め
て
い
く
。

　
市
と
し
て
は
、
本
事
業
を
通
じ
て
、
市
内
に
若
者
や
女
性
に

選
ば
れ
る
職
場
を
増
や
す
こ
と
、
ま
た
、
本
事
業
の
取
組
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
通
じ
て
市
内
企
業
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
方
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

　
　
　
　
　
市
は
、
令
和
８
年
度
中
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
相
馬
港
で
は
、
平
成
21
年
度
に
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が

　
　
　
　
開
始
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
前
ま
で
は
年
間
500
本
か

ら
700
本
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
取
扱
い
が
あ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
震
災
の
影
響
で
物
流
が
停
滞
し
、
そ
の
後
、
一
時

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○ 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

マスタープラン２０１７

相
馬
港
３
号
ふ
頭
の
工
事
が
進
め
ば
、
貨
物
の
取
扱
い
量
が

増
え
、
港
近
く
に
事
業
所
の
増
加
や
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
可

能
性
が
広
が
る
。
国
や
県
に
３
号
ふ
頭
の
延
伸
に
つ
い
て
全
力

で
働
き
か
け
を
お
願
い
し
、
市
と
し
て
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺

う
。

　　　　   相馬港３号ふ頭
（国土交通省小名浜港湾事務所提供）

新政会代表

菊地清次 議員
が問う！

新時代そうま代表

只野敬三 議員
が問う！

そうま市民の会代表

浦島勇一 議員
が問う！

代
表
質
問

代
表
質
問

代
表
質
問

多
様
な
市
民
の
意
見
の
反
映
を
‼

国
や
県
に
相
馬
港
３
号
ふ
頭
の

　
整
備
促
進
へ
の
働
き
か
け
を
‼

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

　
　
　
　
　
進
め
て
ほ
し
い
‼

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の
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市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
私
達
の
生
活
に
及
ぼ
す
影

響
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
相
馬
市
が
相
馬
市
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
今
何
を
す
る
べ
き
か
を
分
析
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
市
政
運
営
及

び
財
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

市
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市
職
員
の
あ
り
方
と
し
て
新
た
な
取
組
み

等
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
職
員
に
は
充
実
し
た
職
場
環
境
の
も
と
、
法
令
に
準
拠
し

な
が
ら
、
高
い
倫
理
感
を
持
っ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め

に
市
民
と
と
も
に
働
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

改
め
て
、
市
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
新
市
長
の
現
状
認
識
、

そ
し
て
新
た
な
取
組
等
の
所
見
を
伺
う
。

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
策
定
後
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
相

次
ぐ
災
害
等
に
よ
る
環
境
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

職
員
を
育
成
す
べ
く
、
平
成
25
年
及
び
令
和
５
年
に
改
定
を

行
っ
て
き
た
。
こ
の
方
針
に
掲
げ
る
目
指
す
べ
き
職
員
像
と
し

て
、「
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
」
に
対
応
で
き
る
職
員
、「
業
務
の

効
率
化
・
質
の
向
上
」
を
追
求
す
る
職
員
、「
多
様
な
主
体
と

連
携
・
協
働
し
地
域
の
課
題
解
決
」
に
取
り
組
む
職
員
の
３
点

を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
大
き
く
、
職
員
研
修
、

人
事
制
度
、
職
場
環
境
に
分
け
て
方
策
を
定
め
て
い
る
。

　
人
事
制
度
の
う
ち
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
、
で
き

る
だ
け
多
様
な
業
務
を
経
験
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
適
性
や

能
力
を
見
極
め
、適
材
適
所
を
基
本
に
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
、
各
職
員
の
能

力
や
業
績
を
公
平
・
公
正
に
評
価
す
る
仕
組
み
を
整
え
、
年
４

回
の
面
談
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
司
と
部
下
の
信
頼
感

の
醸
成
と
人
材
育
成
、
職
務
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
職
場
環
境
に
つ
い
て
は
、
健
診
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
に
よ
り
、
職
員
の
健
康
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
新
規
採
用

職
員
と
中
堅
職
員
を
繋
ぐ
メ
ン
タ
ー
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、

双
方
向
の
対
話
が
あ
る
組
織
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
中
で
、
市
は
、
少
子
化
や
都
市

部
へ
の
若
者
の
流
出
に
よ
る
採
用
試
験
の
受
験
者
の
減
少
と
、

労
働
時
間
の
適
正
化
や
生
産
性
と
仕
事
の
質
の
向
上
と
い
っ
た

働
き
方
改
革
の
推
進
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
各
職
員
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し

た
、
障
が
い
児
支
援
体
制
の
整
備
に
つ

い
て児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
国
は
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
末

ま
で
に
各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
１
か
所
以
上
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
市
に
お
い
て
同
セ
ン
タ
ー
の
整
備
指
針
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
か
ら
不
安
や
疑
問
の
声
が

出
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
に
お
け
る
同
セ
ン
タ
ー
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

が
い
児
支
援
の
中
核
的
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
療
育
を
行

う
「
児
童
発
達
支
援
」
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
市
内
事
業
所
へ
の

援
助
・
助
言
や
、
障
が
い
児
や
家
族
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　
国
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各

市
町
村
又
は
各
圏
域
に
１
か
所
以
上
設
置
す
る
こ
と
を
努
力
目

標
と
し
て
お
り
、
市
も
、
第
三
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
に
お
い

て
来
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　
市
は
、
同
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
し
て
は
、
高
い
専
門
的
知
識

を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

市
内
の
障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に
対
し
、
委

託
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
、
い
ず
れ
の
事
業
所
も
、
人

材
不
足
や
設
備
の
不
足
等
を
理
由
と
し
て
、
設
置
は
困
難
で
あ

る
状
況
で
あ
る
。

　
ま
た
、
圏
域
設
置
に
つ
い
て
、
相
馬
地
方
４
市
町
村
で
検
討

を
重
ね
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
市
町
村
に
お
け
る
考
え
が
異

な
っ
て
お
り
、相
馬
地
方
と
し
て
設
置
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
現
状
で
は
、
早
期
の
セ
ン
タ
ー
設
置
は
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
と
も
市
内
事
業
所
と
の
更
な

る
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
圏
域
設
置
に
関
し
て
も
、
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
24
年
の
改
正

　
　
　
　
児
童
福
祉
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
障

　
　
　
　
　
市
は
、
平
成
16
年
３
月
に
相
馬
市
人
材
育
成
基
本

　
　
　
　
方
針
を
策
定
し
職
員
研
修
の
充
実
及
び
多
様
化
、
人

材
育
成
の
た
め
の
総
合
的
な
取
組
の
推
進
、
人
材
育
成
推
進
体

制
の
整
備
等
の
具
体
的
な
方
策
を
掲
げ
、
本
格
的
な
人
材
育
成

市
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
今
後
10
年
を
、「
守
る
べ
き
基
盤
を
極
力
維
持
し
な

　
　
　
が
ら
、
構
造
を
強
化
し
て
い
く
期
間
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
に
あ
っ
て
、

従
来
と
同
じ
発
想
で
事
業
を
積
み
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
運
営
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
基

本
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
実
行
体
系
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
が
四

本
の
柱
で
あ
る
。

　
第
一
の
「
人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
」
で
は
、
子
育
て
、
教
育
、

福
祉
の
機
能
を
持
続
可
能
な
形
で
確
保
し
な
が
ら
、
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
第
二
の
「
安
全
・
安
心
と
魅
力
あ
る
ま
ち
」
で
は
、
防
災
機

能
の
実
効
性
を
高
め
、
地
域
医
療
体
制
を
持
続
可
能
な
形
で
確

保
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
資
源
を
活
か
し
、
住
み
続
け
ら

れ
る
環
境
と
来
訪
者
が
ま
ち
な
か
を
回
遊
で
き
る
魅
力
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

　
第
三
の
「
働
き
た
い
、
働
き
や
す
い
し
ご
と
が
あ
る
ま
ち
」

で
は
、
相
馬
港
及
び
中
核
工
業
団
地
を
軸
に
、
域
外
か
ら
所
得

を
獲
得
し
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
経
済
構
造
の
持
続
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
第
四
の
「
社
会
資
本
が
し
っ
か
り
し
た
ま
ち
」
で
は
、
港
湾

整
備
や
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
・
最
適
化
を
計
画
的
に
進
め
、

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
基
盤
機
能
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
四
本
の
柱
は
、
個
別
施
策
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、

将
来
像
を
具
体
化
す
る
た
め
の
実
行
戦
略
で
あ
る
。
規
律
あ
る

財
政
運
営
と
い
う
土
台
の
上
で
、
必
要
な
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
市
政
を
着
実
に
運
営
し
て
い
く
。

代
表
質
問
は
、
３
月
定
例
会
と
市
長
就
任
時
の
本
会
議
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
各
会
派
の
代
表

者
が
所
属
委
員
会
の
制
限
な
く
市
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○ 

教
育
行
政
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

○ 

障
が
い
児
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー 

ビ
ス

　  

及
び
一
時
預
か
り
体
制
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

○ 

市
民
会
館
の
充
実
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

にじ代表

門馬優子 議員
が問う！

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

にじ

愛澤俊行 議員
が問う！

代
表
質
問

人
口
減
少
社
会
に
向
け
、

　
　
早
急
に
万
全
な
取
り
組
み
を
‼

市
民
の
奉
仕
者
と
し
て
‼

令
和
８
年
度
目
標
の

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
は

　
　
　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
‼

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の
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一般質問 一般質問

市
長
の
目
指
す
相
馬
市
の
将
来

像
に
つ
い
て

　
安
全
・
安
心
な
相
馬
市
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
相
馬
市
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
源
の
確
保
と
財
政
規
律
の
維

持
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た

め
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

↑こちらから↑

行
政
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

行
政
Ｄ
Ｘ
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う

　
国
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
進
め
ら
れ
る
中
、
各
市

町
村
は
限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
中
で
、
よ
り
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
地
域
間
・

世
代
間
の
格
差
な
ど
の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
け
る
行
政
Ｄ
Ｘ
が

市
民
に
と
っ
て
使
い
や
す
く
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
進
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

神
奈
川
建
設
残
土
に
つ
い
て

「
相
馬
市
土
地
の
埋
立
て
及
び
土
砂
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
本
市
へ
神

奈
川
の
建
設
残
土
の
埋
立
て
申
請
が
発
生

し
な
く
な
っ
た
た
め
、
本
条
例
を
近
隣
自

治
体
へ
水
平
展
開
し
て
は
ど
う
か
、
市
長

　「
相
馬
市
土
地
の
埋
立
て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
の
発
効
に
よ
り
、
市
内
へ
の
神
奈
川
の
道
路
建
設
残
土

の
埋
立
て
申
請
が
発
生
し
て
い
な
い
一
方
、
近
隣
自
治
体
へ
の

運
び
込
み
が
進
ん
で
い
る
。
条
例
制
定
自
治
体
と
し
て
当
市
条

例
を
近
隣
の
自
治
体
に
横
展
開
す
べ
き
と
考
え
、
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
は
令
和
８
年
度
に
大
き
く
二
点
の
施
策
を
進
め

　
　
　
　
て
い
く
。

　
一
点
目
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
あ
る
。
行
政
手

続
き
の
事
務
に
は
、
申
請
を
受
け
付
け
て
か
ら
、
文
書
等
の
保

存
・
廃
棄
に
至
る
一
連
の
手
続
き
が
あ
る
。
市
は
、
市
民
と
の

接
点
で
あ
る
申
請
部
分
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
た
め
、「
相

馬
市
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
方
針
」
及
び
「
相
馬
市
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
全
職
員

が
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
は
、
当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

優
先
順
位
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
手
続
き
か
ら
、
順
次
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
実
現
し
て
い
く
。

　
二
点
目
は
、住
民
異
動
手
続
き
に
関
す
る
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
導
入
で
あ
る
。
窓
口
業
務
の
現
状
分
析
の
結
果
、
市
民
の
感

じ
る
手
続
き
の
わ
か
り
に
く
さ
や
書
類
記
入
の
負
担
等
を
改
善

し
、
職
員
の
確
認
作
業
の
効
率
化
等
に
有
効
と
考
え
ら
れ
た
、

「
券
面
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
」
及
び
「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書

交
付
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
　

　
市
と
し
て
は
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
国
の
動

向
を
注
視
し
、
国
の
示
す
方
向
性
と
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
有

用
な
方
法
を
研
究
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
市
民
の
利
便

性
向
上
に
資
す
る
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
為
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
本
市
で
は
、「
守
る
べ
き
基
盤
を
極
力
維
持
し
な
が

　
　
　
ら
、
構
造
を
強
化
し
て
い
く
」
と
の
市
政
運
営
方
針
の

も
と
、規
律
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
基
本
と
し
て
い
く
。

財
政
運
営
は
、
す
べ
て
の
施
策
を
支
え
る
前
提
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
歳
入
面
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
適
正
賦
課
及
び
収
納
率
向
上

を
基
本
と
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保
や
、
国
・
県
補
助
制
度
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て
い

く
。

　
歳
出
面
に
つ
い
て
は
、事
業
の
目
的
及
び
成
果
を
明
確
に
し
、

費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

配
分
を
図
っ
て
い
る
。
既
存
事
業
に
つ
い
て
は
、
効
果
を
踏
ま

え
た
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
整
理
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
新
規
施
策
に
つ
い
て
は
、
財
源
及
び
人
的
体
制
の
裏
付

け
を
確
認
し
た
う
え
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
及
び
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、長
寿
命
化
に
加
え
、

人
口
動
向
や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
た
最
適
化
を
進
め
、
将
来
世

代
へ
の
過
度
な
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
一
部
事
務
組
合
等
の
事
業
お
よ
び
財
政
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
広
域
的
視
点
を
持
っ
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い

く
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
の
確

立
に
向
け
、
不
断
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
。

↓　動画は　↓

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
市
は
、
建
設
残
土
の
適
切
な
管
理
・
処
理
を
行
う

　
　
　
　
こ
と
は
環
境
保
全
や
住
民
の
安
全
確
保
に
直
結
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
令

和
６
年
２
月
１
日
か
ら
「
相
馬
市
土
地
の
埋
立
て
等
及
び
土
砂

等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
の
運
用
を
開
始
し
て
以
降
、
こ
の

条
例
の
効
果
に
よ
っ
て
不
適
切
な
埋
立
て
は
な
さ
れ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
相
馬
港
を
経
由
し
て
、
他
県
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
建

設
残
土
の
近
隣
自
治
体
へ
の
搬
出
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
な
ど

の
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
、
適
切
な
処
理
が
な
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
近
隣
自
治
体
が
不
適
切
な
埋
立
て
等
を
独
自
に
規
制

す
る
こ
と
は
、
各
自
治
体
の
個
別
の
判
断
と
な
る
が
、
広
域
的

な
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
情
報
共
有
や
広
域
的
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

　
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
不
適
切
な
埋
立
て
を
監
視
し
、
市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
守
る
た
め
、
条
例
の

運
用
に
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
考
え
を
伺
う
。

○ 

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
へ
の
対
応

　 

に
つ
い
て

○ 

介
護
事
業
所
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

○ 

福
島
県
「
中
小
企
業
賃
上
げ
緊
急

　 

一
時
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

○ 

市
民
と
の
対
話
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

　
　
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
‼

新政会

河内幸夫 議員
が問う！

にじ

横山和雄 議員
が問う！

本
市
で
は
行
政
Ｄ
Ｘ
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
!?

無会派

中島孝 議員
が問う！

神
奈
川
道
路
建
設
残
土
の

　
相
馬
港
陸
揚
げ
を
ど
う
見
る
か
!?

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の
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一般質問 一般質問

本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
長
の
政
治
姿
勢
と
市
民
と
の

対
話
に
つ
い
て

　
現
在
、
市
へ
届
く
意
見
の
発
言
者
が
固
定
化
・
高
齢
化
し
て

い
る
。
相
馬
の
未
来
に
は
、
現
役
世
代
や
言
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
と
諦
め
て
い
る
層
の
声
こ
そ
不
可
欠
で
あ
る
。
従
来
の
「
役

所
で
待
つ
対
話
」
を
脱
却
し
、
出
向
く
対
話
や
デ
ジ
タ
ル
活
用

等
で
、
幅
広
い
声
を
ど
う
集
め
引
き
出
す
新
た
な
体
制
整
備
に

つ
い
て
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

↑こちらから↑

要
支
援
者
避
難
計
画
及
び
福
祉
避

難
所
の
現
状
に
つ
い
て

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
相
馬
市
は
高
齢
化
率
が
高
く
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
災
害
時
に
安
全
に
避
難
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
は
、
市
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
災
害
時

の
要
支
援
者
避
難
計
画
の
進
捗
状
況
と
福
祉
避
難
所
の
受
け
入

れ
体
制
な
ど
の
状
況
及
び
相
馬
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

相
馬
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

未
就
学
児
ま
で
の
子
供
を
生
み
育
て
る
環

境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
3.0
の
策
定
後
も
本
市
の
人
口
減
少
は
加
速
し
、

３
万
２
，
０
０
０
人
を
割
り
込
ん
だ
。
特
に
若
者
の
流
出
は
深

刻
で
、
既
存
施
策
の
延
長
で
は
目
標
達
成
は
困
難
で
あ
る
。
近

隣
市
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
保
育
施
設
に
お
け
る
「
副
食

費
無
償
化
」
や
「
独
自
住
宅
支
援
」
な
ど
、
若
者
が
定
住
を
即

決
で
き
る
施
策
が
重
要
と
考
え
、
質
問
す
る
。

人
口
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
の
取
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
は
こ
れ
ま
で
、社
会
減
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、

　
　
　
　
ま
ず
働
く
場
所
の
確
保
が
第
一
で
あ
る
と
の
考
え
の

も
と
、
企
業
誘
致
の
推
進
を
中
心
に
、
市
内
の
産
業
振
興
を
進

め
て
き
た
。
ま
た
、
自
然
減
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
出
生
数
の

背
景
に
あ
る
婚
姻
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
や
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
支
援
の
た
め
、

他
市
に
先
駆
け
て
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
き
た
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
検
証
に
加
え
、

人
口
減
少
の
要
因
分
析
を
踏
ま
え
、
第
三
期
相
馬
市
地
方
創
生

総
合
戦
略
で
掲
げ
た
方
向
性
に
従
い
、　「
Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
」

や
「
若
者
や
女
性
の
市
外
へ
の
流
出
抑
制
」
な
ど
、
特
に
社
会

減
を
抑
制
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
強
化
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
市
は
、
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育

　
　
　
　
て
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
経
済
的
負
担
が
増
大
し
て
い

る
状
況
を
承
知
し
て
お
り
、
様
々
な
負
担
軽
減
策
を
実
施
し
て

　
　
　
　
　
市
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
災
害
時
に

　
　
　
　
お
い
て
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
避
難
行

動
要
支
援
者
と
し
て
名
簿
管
理
し
て
い
る
。

　
本
年
２
月
１
日
現
在
、
要
支
援
者
登
録
者
数
は
、
357
人
で
あ

現
役
世
代
や
無
関
心
層
な
ど
、
幅
広
い
層
の

声
を
引
き
出
す
た
め
の
新
た
な
体
制
整
備
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
は
、
市
長
へ
の
手
紙
や
座
談
会
な
ど
の
こ
れ
ま

　
　
　
　
で
の
取
組
を
継
続
し
な
が
ら
、
今
後
は
、
市
民
と
市

が
対
話
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
幅
広
い

世
代
、
多
様
な
方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
開
催
時
期
や
時
間
、

テ
ー
マ
設
定
な
ど
、
効
果
的
な
実
施
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

↓　動画は　↓

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

市
政
に
お
い
て
「
対
話
」
を
最
優
先
と
し
た

真
意
と
、
職
員
の
意
識
改
革
お
よ
び
組
織
文

化
の
変
革
に
対
す
る
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　「
対
話
」
と
は
、
人
と
人
が
お
互
い
の
立
場
や
意
見

　
　
　
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
気
持
ち
を
知
り
、
信

頼
を
深
め
る
た
め
に
重
要
な
手
段
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
市
政
に
お
い
て
「
対
話
」
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
対
話
を

通
じ
て
市
民
と
市
が
お
互
い
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
い
、
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
関
係
性
を
築
け
る
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
政
策
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
幅
広
く

意
見
を
聴
取
し
、
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
市
民
の
皆
さ
ま

と
対
話
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
や
気
持
ち
を
身
近
に
感

じ
、
市
民
に
寄
り
添
っ
て
業
務
に
臨
ん
で
い
る
が
、
市
長
が
率

先
し
て
市
民
と
の
対
話
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
行
動
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
組
織
全
体
に
そ
の
よ
う
な
意
識
が
広
が
っ
て
い

く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
る
。
相
馬
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
か
か

る
医
療
費
の
助
成
、
保
育
料
の
第
三
子
以
降
の
無
料
化
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
保
育
施
設
に
お
け
る
副
食
費
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
費
用

が
高
額
で
あ
る
た
め
、
今
般
の
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
る
と
、

現
時
点
で
は
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
国
の
経
済
動
向
や
今
後
の
市
の
財
政
状
況
の

見
通
し
な
ど
も
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減

策
を
は
じ
め
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
取
組
の
充
実
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

○ 

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

○ 

最
低
賃
金
引
上
げ
に
伴
う

　 

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

○ 

高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て

る
。
こ
の
う
ち
、
消
防
団
員
な
ど
に
よ
る
公
的
な
避
難
支
援
が

必
要
な
215
人
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
避
難
方
法
等
を
定
め
る
個

別
避
難
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
215
人
の
う
ち
、
河
川
の
氾
濫
想
定
区
域
内
に
居
住
す
る

方
は
78
人
、津
波
の
浸
水
想
定
区
域
内
に
居
住
す
る
方
は
40
人
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
居
住
す
る
方
は
14
人
い
る
。

　
市
は
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、
対
象
者
本
人

や
家
族
か
ら
、
住
ま
い
の
状
況
や
家
族
等
の
支
援
の
現
状
、
加

え
て
、地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
民
生
委
員
や
、介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
相
談
支
援
専
門
員
か
ら
も
状
況
を
聴
取
し
、

実
態
に
即
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
計
画
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
本
人
の
心
身
や

生
活
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
て
随
時
変
更
す
る
と
と
も
に
、
民

生
委
員
に
よ
る
日
頃
の
訪
問
活
動
や
、
生
活
状
況
の
確
認
等
を

通
じ
て
把
握
さ
れ
た
内
容
も
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
努

め
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
体
制
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
市
は
、
寝
た
き
り
や
医
療
的
ケ
ア
な
ど
、
一
般
の

　
　
　
　
避
難
所
で
は
避
難
生
活
が
難
し
い
方
を
対
象
に
、
医

療
機
関
や
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
、
市

内
13
か
所
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
福
祉

避
難
所
に
は
、
最
大
で
261
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
各
施
設
と
の
定
期
的
な
協
議
や

情
報
共
有
を
通
じ
、
災
害
時
に
お
け
る
協
力
・
連
携
体
制
を
維

持
す
る
と
と
も
に
、
要
支
援
者
が
安
全
に
避
難
で
き
る
体
制
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

未
来
に
不
可
欠
な
現
役
世
代
の

　
　
　
声
を
ど
う
集
め
る
の
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　  

市
に
問
う
‼

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

無会派

高橋利宗 議員
が問う！

要
支
援
者
へ
の
支
援
体
制
は

　
地
域
防
災
の
中
で
も
最
も

　
　
　
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
‼

にじ

畑中昌子 議員
が問う！

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
達
成
へ

　
　
　
　
　
今
こ
そ
独
自
施
策
を
‼

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の

質

問

そ
の
他
の
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令和８年５月１日号

２月臨時会概要 ３月定例会審議結果

３
月
定
例
会
の
審
議
結
果

２月臨時会の
映像はこちら

２月臨時会の審議結果 子
育
て
応
援
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
　
支
給

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
配
布

　
市
民
１
人
当
た
り
１
万
１
，
０
０
０
円
分
の
市
内

で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
商
品
券
を
配
布
す
る
。

商
品
券
は
５
月
か
ら
順
次
発
送
を
予
定
し
て
い
る
。

　３月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について
３月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ３月　２日（月） 議案の上程等 ９人

２日目 ３月　５日（木） 一般質問等 １２人

３日目 ３月　６日（金） 一般質問 ６人

４日目 ３月１9日（木） 議案採決 １人

市
内
宿
泊
施
設
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
宿
泊
助
成

　
市
内
宿
泊
施
設
に
１
泊
当
た
り
４
，
０
０
０
円
を

４
，
０
０
０
名
に
助
成
す
る
も
の
。
対
象
者
は
市
内

外
問
わ
ず
全
て
の
方
を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
り
、

議
会
だ
よ
り
第
159
号
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
詫
び
と
訂
正

令
和
８
年
２
月
臨
時
会

議長の動き
　杉本議長が出席した会議などを主にご紹介
します。
・全国市議会議長会
  第 243 回理事会・第 121 回評議員会合同会議
　　　　　　　（令和８年２月４日／東京都）
・全国高速自動車道市議会協議会
　　　　　　　　　　　　第 52 回定期総会
　　　　　　　（令和８年２月６日／東京都）
・第 188 回福島県市議会議長会定期総会
　　　　　（令和８年４月９日／会津若松市）

１
人
当
た
り
１
泊
ま
で
の
利
用
と
な
る
。

　
な
お
、
実
施
期
間
は
令
和
８
年
10
月
か
ら
令
和

９
年
２
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
２

万
円
を
給
付
す
る
も
の
。

　３月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について

※
こ
ち
ら
に
記
載
の
３
つ
の
事
業
は
、
令
和
７
年

　
度
中
に
事
業
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

　
め
、
令
和
８
年
度
に
繰
り
越
す
予
定
で
あ
る
。

　
５
ペ
ー
ジ
下
段
の
議
案
の
徹
底
討
論
に
お
い
て
、

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）
議
案
の
件
名
・
賛
否
結
果
一
覧
な
ど
に
つ
い

　
　  

て
は
、
21
ペ
ー
ジ
上
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
正
）
議
案
の
件
名
・
賛
否
結
果
一
覧
な
ど
に
つ
い

　
　  

て
は
、
13
ペ
ー
ジ
上
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
８
年
第
１
回
２
月
臨
時
会
は
、
２
月
５
日

に
行
わ
れ
、
市
長
提
案
の
補
正
予
算
１
議
案
を

議
決
し
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
支
援

と
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
３
つ
の
事
業
に
つ

い
て
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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そうま市議会だより

令和８年５月１日号

ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　E メール　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

※日程は予定日となるため、変更となる場合があります。

集 後 記

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
を
代
表
す
る
伝
統
行
事

で
あ
る
「
相
馬
野
馬
追
」
の
時
期
を

迎
え
、
相
馬
市
全
体
に
高
揚
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
勇
壮
な
騎
馬
武
者
の
姿
に
触
れ
る

た
び
、
歴
史
と
文
化
の
重
み
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
誇
り
を
再

認
識
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
郷

土
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
本
号
は
、
令
和
７
年
度
補
正
予

算
・
令
和
８
年
度
当
初
予
算
を
は
じ

め
、
新
規
事
業
内
容
や
一
般
質
問
な

ど
２
月
臨
時
議
会
及
び
３
月
定
例
会

の
主
な
内
容
を
編
集
し
た
も
の
で

す
。

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は６月１日（月）

午前１０時００分 開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
委  

員  

長
　
根
岸
　
利
宗

　
副
委
員
長

　
愛
澤

　
俊
行

　
委
　
　
員
　
石
橋
　
浩
人

　
委
　
　
員
　
只
野
　
敬
三

　
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
議

会
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。               

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
澤
）

Ｙ о ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ

配信やってます！

パソコンやタブレット、

スマートフォンからも

ご覧いただけます。

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g

議会を傍聴してみませんか？

  傍聴席は30 席です

市議会と意見交換
してみませんか？

　相馬市議会では各種団体、グループと

の意見交換を随時受付しています。

　ご希望の皆さまは議会事務局までお問

い合わせ下さい。

編

　月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

６月　１日（月） 本会議  議案の提案と説明など
４日（木） 本会議  一般質問（１日目）
５日（金） 本会議  一般質問（２日目）
８日（月） 委員会  各常任委員会
９日（火） 委員会             〃

１１日（木） 委員会  予算決算常任委員会
１７日（水） 本会議  議案の採決など

６６
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